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■招詞 イザヤ書 49:13 「天よ、喜び歌え、地よ、喜び踊れ。山々よ、歓声をあげよ。主

はご自分の民を慰め その貧しい人々を憐れんでくださった。」 

■礼拝の祈り 

主イエス・キリストの父であり、わたしたちの父なる神よ、 

＜礼拝の招きへの感謝＞ 

今日も礼拝をすることができて感謝いたします。今日この特別な日、主の日のためにあな

たがすべてを備え、招いてくださいました。あなたのおかげでここにこうして集うことがで

きます。心にかけていた者の顔をみることができて喜び、いつもの顔をみて安心をします。 

それだけに、今日はここに来ることができていない者のことも思います。離れていてもそこ

からささげる祈りにおいてわたしたちを主にあって一つとしてください。今、こうして御前

に立ち、あなたのまなざしの中で過ごす礼拝の喜びを、多くの者たちと分かち合うことがで

きるようにと心から願います。 

今日からアドベントです。あなたが貴いひとり子をわたしたちのために、罪の赦しのため

に遣わしてくださったことを、この季節に特に思い起こし、感謝の中をすごすことができま

すように。クリスマスのできごとがどれほどのものかもう一度取り戻させてください。あな

たの救いが御子の到来によって人の目に明らかになり、神の御計画が全世界に及ぶことが知

らされました。ご計画の完成の時、主イエスが再び来てくださる、そのことをも待ち望む心

起こしてください。再び来てくださるキリストに出会うために、悔い改めの心を与えてく 

ださい。 

＜神の御前での罪の告白と悔い改め＞ 

あなたは救い主到来の前に、道を備える者としてバプテスマのヨハネをお遣わしになりま

した。ヨハネは鉄を精錬する火のように、人々に激しく悔い改めを迫りました。今日、クリ 

スマスの備えに入った今日、もう一度ヨハネが迫った悔い改めを自分たちのものとしたいと 

願います。今、わたしたちは自分の罪深さを思い、心から悔い改めます。そのために真の光 

でわたしたちを照らし、あなたの方へ向くことができるように向きをかえさせてください。

闇ではなく光を見るものとしてください。そこにおいて、すでにキリストは来てくださった

という恵みの中で悔い改めができますように。 

＜御言葉が語られ、聞かれるため、聖霊の働きを求めて＞ 

どうかこの時を、いえアドベント、クリスマスが終わっても、まことの感謝と真実の悔い

改めに生きることができますように、わたしたちを造り上げてください。そのために御言葉

を聞かせてください。今日、わたしたちの礼拝のためにあなたが遣わしてくださった小島誠

志牧師を霊で満たし、御言葉を語らせて下さい。聞くわたしたちも霊によって、あなたのみ

言葉を最も深いところで聞き取ることができますように。この世にキリストが来てくださり、

わたしたちはキリストの復活に与らせていただいているのですから、わたしたちもまた、立

つことができるとの望みを持つことができますように。御言葉によって希望の中を歩ませて

ください。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。 
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■教会の祈り 

＜礼拝感謝＞ 

 

＜アドベントの歩みを求めて＞ 

今月の歩みを終え、新しい月を迎えようとしています。寒さも厳しくなり忙しくもなる月で

す。どうかあなたがひとりひとりの健康と心を支えてくださいますように。新しい月も礼拝

と、聖書と祈りの歩みとしてください。 

何よりも、主のご降誕を感謝して祝うクリスマスを迎えようとしています。備えますアド

ベントの時を導いて下さい。クリスマスに来てくださった主イエスが、終わりの日にふたた

びきてくださる希望を確かに歩むことができますように。主を見上げて歩むわたしたちの教

会の歩みを祝福してください。多くの人がこの恵みにあずかることができますように教会の

証しの業を導いて下さい。 

＜修養会を祝福してください＞ 

これから、改めて信仰生活の喜びを確かめたいと願って学びの時を持とうとしています。

どうかこの時をあなたが祝福してくださり、御言葉に生きる者としてますます固く立つこと

ができるように導いて下さい。何よりも学びを導く小島牧師をあなたが聖霊で満たし、御用

のために用いてくださいますように。 

＜心や体、生活に重荷を負っている人を助けてください＞ 

心や体に病、悩みを負っている者がおります。どうか癒やして下さい。医療や介護が与え

られています。それでも体のこと心のことは自分の思い通りにはなりません。何よりも本当

の癒やしが必要です。主イエスがかたわらに立ってくださり、恵みの言葉を語ってくださる

ことを信じさせて下さい。病があってもそうでなくても信仰によって互いに祈り、支え合っ

て歩むことができるよう、わたしたちを祈りの群れとしてください。 

＜祈りを深めてください＞ 

多くのことを祈りたいと思います。しかし、そこからさらに、わたしたちの祈りをますま

す深め、あなたの御心を求める祈りとしてください。 

■祝福 

主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、あなたがた一同と共にあるように。

アーメン。 

 

 


